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【可決した令和 4年度当初予算】
会計名 令和 3 年度 令和 4年度 ※ 増減率

一般会計 160 億 3,300 万円 165 億 700 万円 3.0%
特別会計 78 億 2,753 万円 73 億 5,948 万円 △ 6.0%

内訳

国民健康保険 33 億 5,101 万円 28 億 2,831 万円 △ 15.6%
後期高齢者医療 4 億 1,703 万円 4 億 7,497 万円 13.9%
介護保険 35 億 2,350 万円 35 億 2,405 万円 0.0%
農業集落排水 4 億 7,441 万円 4 億 7,336 万円 △ 0.2%
漁業集落環境整備 6,153 万円 5,872 万円 △ 4.6%
加斗財産区 5 万円 6 万円 11.8%
企業会計 33 億 9,643 万円 34 億 5,504 万円 1.7%

内訳
水道 8 億 8,210 万円 9 億 126 万円 2.2%
下水道 25 億 1,433 万円 25 億 5,378 万円 1.6%

合計 272 億 5,696 万円 273 億 2,151 万円 0.2%
※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

【可決した令和 3年度 3月補正予算】
会計名 既決予算額 3 月補正額 合計 ※

一般会計 178 億 9,153 万円 4 億 8,174 万円 183 億 7,327 万円
特別会計 78 億 1,461 万円 3,803 万円 78 億 5,264 万円
企業会計 33 億 9,347 万円 △ 2,300 万円 33 億 7,048 万円

合計 290 億 9,961 万円 4 億 9,677 万円 295 億 9,639 万円
※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

令和4年度当初予算のトピックス
ま
ち
の
駅
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

ま
ち
の
駅
運
営
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
６
２
万
５
０
０
０
円

「
ま
ち
の
駅
」新
た
な
賑
わ
い
創
出
事
業　
　
３
７
３
万
６
０
０
０
円

説
明　
ま
ち
の
駅
の
運
営
、特
産
品
な
ど
の

販
売
や
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
の
活
用
に
よ
る

食
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、旭
座
の
活
用
な
ど
に

か
か
る
経
費
。ま
た
、小
浜
縦
貫
線
開
通
後

の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
施
設
の

環
境
整
備
を
行
い
、ま
ち
な
か
観
光
の
活
性

化・来
場
者
の
満
足
度
向
上
を
図
る
も
の
。

問　
ま
ち
の
駅
の
活
性
化
に
つ
い
て
、指
定

管
理
者
の
独
自
事
業
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
の

活
用
方
法
な
ど
、多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら

う
た
め
の
工
夫
、方
策
は
。

答　
従
来
の
方
法
に
加
え
、駅
通
り
の
店
舗

な
ど
に
対
し
て
、ま
ち
の
駅
マ
ル
シ
ェ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
広
く
呼
び
か
け
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。展
示
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
、小
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
や
放
生
祭
祭
礼
委
員
会
と
も
協
議

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。ま
た
、小

浜
縦
貫
線
の
開
通
に
合
わ
せ
て
案
内
看
板

を
設
置
す
る
ほ
か
、近
接
す
る
交
差
点
を「
小

浜
市
ま
ち
の
駅
前
」と
名
づ
け
る
な
ど
に
よ

り
、来
訪
者
に
分
か
り
や
す
い
案
内
を
し
て

い
き
た
い
。

新
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
検
討

（
仮
称
）
新
駅
周
辺
エ
リ
ア
基
本
計
画
策
定
事
業　

  　
３
０
０
万
円

説
明　
北
陸
新
幹
線
新
駅
の
具
体
的
な
位

置
の
公
表
を
踏
ま
え
、周
辺
エ
リ
ア
の
土
地

利
用
や
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
、ま
ち
づ
く

り
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、基
本
と
な

る
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
も
の
。

問　
基
本
計
画
策
定
業
務
に
係
る
委
託
事

業
者
の
選
定
方
法
は
。

答　
当
計
画
に
は
本
市
の
課
題
や
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
な
ど
が
十
分
に
反

映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
選
定
が
適
当
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小浜市まちの駅前交差点

※�

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　
複
数
の
者
か
ら
企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、そ
の

中
か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
を
選
定
す
る
方
式



ク
ー
ポ
ン
使
用
者
の
年
齢・性

別
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
活
用

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。現

時
点
で
は
、１
週
間
に
１
枚
取

得
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
を
、１
回

に
つ
き
１
万
２
０
０
０
枚
を

上
限
に
発
行
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
が
、ク
ー
ポ
ン
の
取

得・使
用
の
状
況
な
ど
を
検
証

し
な
が
ら
、発
行
回
数
や
１
回

の
発
行
枚
数
に
つ
い
て
適
宜

調
整
を
加
え
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

意
見　
高
齢
者
な
ど
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
慣
れ
て

い
な
い
方
を
含
め
、誰
も
が

ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
、サ
ポ
ー
ト
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
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説
明　
病
気
回
復
期
の
児
童

お
よ
び
病
児
を
一
時
的
に
預

か
る
こ
と
に
よ
り
、働
き
な
が

ら
子
育
て
す
る
家
庭
へ
の
き

め
細
か
い
支
援
を
図
る
も
の
。

問　
令
和
４
年
度
か
ら
広
域

連
携
を
開
始
す
る
３
市
町（
小

浜
市・高
浜
町・お
お
い
町
）相

互
の
委
託
料
算
出
根
拠
と
施

設
の
利
用
見
込
み
は
。

答　
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

既
に
同
様
の
連
携
を
行
っ
て

い
る
嶺
北
の
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
３
市
町
で
必
要
な

金
額
を
決
定
し
た
。施
設
の

利
用
見
込
み
に
つ
い
て
詳
細

な
推
計
は
困
難
で
あ
る
が
、他

町
か
ら
の
利
用
者
が
市
民
の

利
用
者
を
上
回
る
と
見
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、工
夫
を
凝

ら
す
こ
と
に
よ
り
、で
き
る
限

り
市
民
を
優
先
し
た
運
用
を

考
え
て
い
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
令
和
４
年
度
当
初
予
算
）

委員会審査の主なもの

おばま割のアイコン

説
明　
会
計
年
度
任
用
職
員

に
対
し
て
、報
酬
な
ど
の
引
き

上
げ
を
実
施
す
る
も
の
。

問　
正
規
職
員
の
処
遇
改
善

が
実
施
さ
れ
な
い
理
由
は
。

答　
正
規
保
育
士
に
つ
い
て

は
一
般
職
員
と
同
様
の
給
料

表
を
基
に
給
料
を
決
定
し
て

お
り
、一
般
職
員
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
判
断
し
た
。

説
明　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
打

撃
を
受
け
て
い
る
市
内
経
済

の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、本

市
独
自
の
電
子
ク
ー
ポ
ン「
お

ば
ま
割
」を
発
行
す
る
も
の
。

問　
事
業
設
計
の
詳
細
は
。

答　
若
年
層
の
消
費
の
喚
起

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
３
月
補
正
）

保
育
業
務
従
事
者
の
処
遇
改
善

公
立
保
育
園
等
職
員
処
遇

改
善
事
業

４
０
０
万
３
０
０
０
円

小
浜
市
独
自
の
電
子
ク
ー
ポ

ン
を
発
行

「
お
ば
ま
割（
小
浜
版
し
ょ

う
き
ぼ
割
）」発
行
事
業

２
０
０
０
万
円

態
度
の
育
成
に
つ
な
げ
る
も

の
。

問　
事
業
内
容
の
詳
細
は
。

答　
人
権
教
育
は
、１
年
間

の
学
校
教
育
活
動
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
取
り
上
げ

て
実
施
し
て
い
る
。国
の
事

業
に
採
択
さ
れ
る
た
め
に
は

重
点
的
に
取
り
組
む
課
題
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、本
市

は
拉
致
問
題
を
設
定
し
た
。

　
令
和
４
年
度
に
は
、小
学
６

年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象

に
し
た
講
演
会
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
。

説
明　
１
億
５
０
０
０
万
円

以
上
の
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。（
土
質
改
良
工

事
の
追
加
施
工
に
よ
る
増
額
）

問　
軟
弱
な
土
質
で
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
た
中
、他
の
土

地
に
建
築
す
る
こ
と
や
他
の

工
法
を
検
討
し
た
の
か
。

答　
新
た
な
土
地
の
取
得
に

は
高
額
な
費
用
を
要
す
る
こ

説
明　
農
業
集
落
排
水
施
設

（
11
施
設
）の
運
転
管
理・水
質

管
理・汚
泥
処
理
な
ど
の
維
持

管
理
経
費
お
よ
び
使
用
料
収

納
管
理
経
費
。

問　
公
共
下
水
道
区
域
に
隣

接
す
る
施
設
の
公
共
下
水
道

へ
の
統
合
に
関
す
る
検
討
状

況
は
。

答　
甲
ヶ
崎
区
に
お
い
て
令

和
６
年
度
か
ら
の
統
合
を
目

指
し
て
お
り
、令
和
４
年
度

か
ら
住
民
へ
の
説
明
な
ど
準

備
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

甲
ヶ
崎
区
の
統
合
完
了
後
は
、

国
富
地
区
、松
永
地
区
に
つ
い

て
順
次
検
討
を
始
め
る
計
画

で
あ
る
。

説
明　
拉
致
問
題
理
解
学
習

を
核
と
し
て
人
権
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、児
童・

生
徒
の
人
権
感
覚
を
磨
き
、自

他
の
人
権
を
守
ろ
う
と
す
る

と
か
ら
、既
存
の
場
所
に
建
築

す
る
判
断
を
し
た
。当
初
は

土
質
改
良
が
必
ず
し
も
必
要

な
状
態
で
は
な
く
、施
工
時
に

土
質
状
態
の
確
認
が
必
要
で

あ
る
と
の
考
え
の
も
と
発
注

し
た
。ま
た
、他
の
工
法
と
の

比
較
検
討
を
実
施
し
た
結
果
、

安
価
な
手
法
と
し
て
今
回
の

土
質
改
良
の
手
法
を
選
定
し

た
。

説
明　
加
尾・西
小
川・宇
久

辺
地
の
市
道
を
整
備
す
る
た

め
の
総
合
整
備
計
画
策
定
に

当
た
り
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

問　
当
計
画
に
係
る
今
後
の

工
事
の
展
望
は
。

答　
こ
れ
ら
の
市
道
は
前
計

画
に
基
づ
い
て
工
事
を
実
施

し
、一
度
事
業
を
完
了
し
た

が
、地
理
的
に
崩
れ
や
す
い
海

岸
沿
い
に
位
置
す
る
道
路
で

あ
る
こ
と
か
ら
、新
た
に
対

応
が
必
要
と
な
っ
た
箇
所
に

つ
い
て
当
計
画
で
対
応
す
る
。

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
整
備

を
実
施
す
る
。

病
児・病
後
児
保
育
事
業

の
広
域
連
携
を
開
始

病
後
児
保
育
事
業

　
５
０
３
万
円

病
児
保
育
事
業

５
２
７
万
７
０
０
０
円

農
業
集
落
排
水
区
域
の
公
共

下
水
道
へ
の
統
合
を
検
討

集
落
排
水
施
設
管
理
運
営
費

１
億
３
８
６
１
万
３
０
０
０
円

総
務
民
生
常
任
委
員
会

新・健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業　
新
築（
建
築
）工

事
請
負
契
約
に
関
す
る
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

産
業
教
育
常
任
委
員
会

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

自
他
の
人
権
を
守
る
教
育
を

推
進

人
権
教
育
研
究
推
進
地
域

事
業�

80
万
円
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　我が国においては、人口減少、少子高齢化が進展
し、人生百年時代を迎えた今、誰もが生涯現役で活
躍できる社会の実現が求められている。
　その実現のため、シルバー人材センターは、地域
の日常生活に密着した就業機会を提供するなど、高
齢者の社会参加を促進し、高齢者の生きがいの充
実、健康の保持増進、ひいては地域社会の活性化と
医療費や介護費用の削減などに寄与している。
　そのような中、令和5（2023）年10月に、消費税に
おいて適格請求書等保存方式（インボイス制度）が
導入される予定となっている。
　同制度の導入後、消費税を算定する上での仕入
税額控除は、税務署に申請して登録を受けた消費
税課税事業者が発行するインボイス（適格請求書）
に記載してある消費税額によることとなる。
　しかしながら、シルバー人材センターの会員のよ
うな年間課税売上高が1,000万円以下の事業者は
消費税の納税義務が免除されており、インボイスを
発行することができない。

　従って、シルバー人材センターが会員へ支払う配
分金（消費税が含まれている。）については、これま
で仕入税額控除ができていたものができなくなり、
その分をシルバー人材センターが新たに納税する必
要が生じることとなる。
　しかしながら、公益法人であるシルバー人材セン
ターの運営は収支相償が原則であり、新たな税負
担の財源はなく、まさに運営上の死活問題である。
　シルバー人材センターの会員に対して、形式的に
個人事業者であることをもって、インボイス制度を
そのまま適用することは、地域社会に貢献しようと
努力している高齢者のやる気、生きがいをそぎ、ひ
いては地域社会の活力低下をもたらすものと懸念
される。
　消費税制度においては、少額の収入しかないシル
バー人材センターの会員の手取額がさらに減少する
ことなく、また、シルバー人材センターの安定的な事
業運営が可能となる措置を講じるよう政府に対して
強く要望する。

※可決した意見書は、内閣総理大臣をはじめ関係行政庁へ提出しました。

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書 （3月22日議決）

陳
情
審
査

説
明　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後

も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安

定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る

措
置
を
講
じ
る
よ
う
、国
へ
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

意
見

・シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢

者
の
雇
用
確
保
な
ど
地
域
へ
の
貢

献
度
が
高
く
、同
セ
ン
タ
ー
の
運
営

上
の
課
題
は
地
域
の
大
き
な
問
題

に
つ
な
が
る
。

・農
協
や
漁
協
な
ど
が
生
産
者
か
ら

委
託
を
受
け
て
行
う
農
林
水
産
物

の
販
売
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
く
と

も
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
る
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、同

様
の
措
置
が
な
さ
れ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

※�

下
記
の
意
見
書
の
内
容
を
あ
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い

　ロシア軍は２月24日、国際社会の警告を無視し、
ウクライナへの全面的な軍事侵攻を開始した。その
後、ロシア軍はウクライナの主要な都市を包囲する
など攻撃を強め、犠牲者は数千人に達したと報道さ
れている。
　このような軍事侵攻は、ウクライナの主権と領土
の明確な侵害で、国連憲章に反するとともに、武力
の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、強く
非難するものである。
　力による一方的な現状変更は、国際社会の秩序
の根幹を揺るがす極めて深刻な事態であり断じて
認められない。
　本市議会は、ロシア軍が即時撤退し、速やかな平
和的解決に全力を尽くすよう強く求める。
※可決した決議は、在日ロシア連邦大使館へ提出しました。

ロシアによるウクライナ侵攻の非難
と平和的解決を求める決議
 （3月15日議決）

　プーチン・ロシア大統領は、核戦力部隊の戦闘態
勢を指示するなど、核兵器による威嚇を強めるとと
もに、３月４日には、稼働中の原子力発電所を攻撃、
占拠するという前代未聞の暴挙に出るなど、人類は
かつてない危機にさらされている。このことは、近
接する大飯原子力発電所から20㎞圏内に全市民が
居住する本市においても、市民に大きな不安を与え
ている。
　したがって、政府においては、原子力発電所への
テロ対策として、武力攻撃に対する発電所の防御や
原子力安全対策、地域住民の安全確保について十
分検討し、具体的対応策を講じるよう強く求める。

※�可決した意見書は、内閣総理大臣をはじめ関係行政庁へ
提出しました。

ロシアによるウクライナへの侵攻事
案に鑑み原子力防災における必要
な対策を国に求める意見書（概要）
 （3月22日議決）

可決した決議・意見書

シルバー人材センターから参考人
を招致（3月8日）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
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令和４年第１回定例会採決結果
賛成全員で可決、同意した議案等

項目 件���������名 項目 件���������名

報告
小浜市環境基本計画の策定について

予算

令和4年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計予算

小浜市地域福祉計画の策定について 令和4年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計予算

予算

令和3年度小浜市一般会計補正予算（第11号） 令和4年度小浜市水道事業会計予算

令和3年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 令和4年度小浜市下水道事業会計予算

令和3年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

条例

小浜市特別職の職員の給与および費用弁償に関する条例の一部
改正について

令和3年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 小浜市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

令和3年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号） 小浜市国民健康保険税条例の一部改正について

令和3年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算（第2号）市会案 小浜市議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例の一
部改正について

令和3年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計補正予算（第1号）

その他

新・健康管理センター整備事業　新築（建築）工事請負契約
に関する変更契約の締結について

令和3年度小浜市下水道事業会計補正予算（第2号） 若狭広域行政事務組合規約の変更について

令和4年度小浜市一般会計予算 辺地の総合整備計画の策定について

令和4年度小浜市国民健康保険事業特別会計予算 陳情 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出について

令和4年度小浜市後期高齢者医療特別会計予算
意見書

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書

令和4年度小浜市介護保険事業特別会計予算 ロシアによるウクライナへの侵攻事案に鑑み原子力防災におけ
る必要な対策を国に求める意見書

令和4年度小浜市農業集落排水事業特別会計予算 決議 ロシアによるウクライナ侵攻の非難と平和的解決を求める決議

賛否が分かれた議案等

項目 件���������名
採�

決�

結�

果

杉
本　
和
範

東
野　
浩
和

川
代　
雅
和

坂
上　
和
代

熊
谷　
久
恵

竹
本　
雅
之

牧
岡　
輝
雄

藤
田　
靖
人

小
澤　
長
純

今
井　
伸
治

能
登　
恵
子

下
中　
雅
之

垣
本　
正
直

藤
田　
善
平

風
呂　
繁
昭

富
永　
芳
夫

池
尾　
正
彦

賛�

成
反�

対

条例 小浜市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
について 多 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 1

小澤長純議員は議長のため採決には加わっておりません

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　棄＝棄権（採決時に退席）　欠＝出席せず　
除＝除斥（規程により採決に加われない）

産業教育常任委員会の所管事務調査
「
ま
ち
づ
く
り
の
揺
る
ぎ
な
い
コ
ン
セ
プ

ト
を
定
め
る
こ
と
」な
ど
３
点
を
提
案

「
土
地
利
用
の
計
画
と
規
制
に
つ
い
て
」

　
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、新
幹
線
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
、社

会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
適
切
な
計
画
と
規
制
を
設
け
る
こ

と
を
し
な
け
れ
ば
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

理
解
と
満
足
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す
。そ
こ
で
、当
委
員

会
で
は
本
テ
ー
マ
を
設
定
し
、担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
管
外
行
政
視
察
、議
員
間
討
議
な
ど
計
11

回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
調
査
研
究
は
、特
に
都
市
計
画
の
策
定
に
係
る
手
法
や

開
発
方
針・開
発
手
順
の
策
定
に
係
る
手
法
な
ど
に
論
点
を

絞
っ
て
進
め
、次
の
３
点
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

①�　
ま
ち
づ
く
り
の
揺
る
ぎ
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
る

と
と
も
に
、地
元
住
民
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
整
備
し
、十
分
な
調
整
を
図
り
な
が
ら
計
画
を

進
行
し
て
い
く
こ
と
。

②�　
新
幹
線
駅
の
詳
細
な
位
置
の
公
表
を
は
じ
め
と
す
る
、

市
内
の
動
向
を
注
視
し
、無
秩
序
な
開
発
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
適
切
な
制

限・規
制
を
設
け
る
こ
と
。

③�　
開
発
を
行
う
際
に
は
、治
水
を
は
じ
め
と
す
る
、安
全

に
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
環
境
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
れ
、計
画
的
な
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、新
た

な
開
発
地
域
の
み
な
ら
ず
、本
市
が
有
す
る
既
存
の
資
源

を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
手
法
を
模
索
し
、市
域
全
体
の

発
展
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
を
行
う
こ
と
。

※�

調
査
内
容
の
詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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議
会
改
革
の
取
組
み

議
会
基
本
条
例
を
検
証
し
ま
し
た

　
本
議
会
で
は
、議
会
の
情
報
公
開
と
市
民
協
働
の
機
会
を
確

保
し
、市
民
と
と
も
に
歩
む
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、議
会
お
よ
び
議
員
の
活
動
原
則
そ
の
他
議
会

の
運
営
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
た「
小
浜
市
議
会
基
本

条
例
」を
平
成
24
年
12
月
に
制
定
し
、平
成
25
年
４
月
に
施
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
条
例
を
踏
ま
え
、本
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、議
会

中
継
放
映
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
議
会
録
画
配
信
や
議
会
報

告
会
の
開
催
な
ど
に
よ
る
議
会
活
動
の
見
え
る
化
や
、政
務
活

動
費
の
後
払
い
制
へ
の
変
更
、長
期
欠
席
し
た
場
合
な
ど
に
お

け
る
議
員
報
酬
の
減
額
の
規
定
な
ど
、議
会
の
透
明
性
や
公
正

性・公
平
性
の
確
保
、ま
た
、各
種
研
修
な
ど
に
よ
り
議
会
の
資

質
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
、市
政
の
発
展
に
向
け
た
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
の
小
浜
市
議
会
議
員
選
挙
後
、任
期
２
年
が
経
過

し
た
令
和
３
年
７
月
以
降
、議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、基

本
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、改
め
て
基
本
条
例
の
検
証
を
行
う

た
め
、11
回
の
委
員
会
を
開
催
。そ
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
、こ

の
ほ
ど
同
委
員
会
委
員
長
が
議
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

【
検
証
作
業
の
流
れ
】

基
本
条
例
の
条
文
ご
と
に
、

①�

前
回
の
検
証
結
果
お
よ
び
そ
の
後
現
在
ま
で
の
見
直
し
内
容

の
確
認

②
関
連
す
る
主
な
例
規
の
確
認

③�

現
在
の
取
組
状
況
、検
討
課
題
項
目
に
係
る
協
議
の
進
捗
、

課
題・今
後
の
方
向
性
の
整
理

議
会
の
役
割

　
市
議
会
は
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
案
や
条
例
制
定・

改
廃
の
議
案
な
ど
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
聞
き
、さ
ら
に
所

管
の
常
任
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
、よ
り
詳
細
に
審
議
し
、最

終
的
に
議
会
と
し
て
ど
う
処
理
す
べ
き
か
を
決
定
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
で
決
定
さ
れ
た
議
会
の
意
思
に
基
づ
い

て
、市
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、議
会
は「
議
事
機
関（
議
決
機
関
）」、

市
長
は「
執
行
機
関
」と
呼
ば
れ
ま
す
。議
会
議
員
と
市
長
を

共
に
市
民
が
直
接
選
挙
で
選
ぶ
と
い
う
制
度
を
と
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
二
元
代
表
制
と
い
い
ま
す
。両
者
の
権
限・役
割
は
明

確
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

議会の主な権限

議決権

条例の制定・改廃の議決、予算の決
定、決算の認定、大規模工事や高額
物品の購入等の重要な契約をすると
きなど、市にとって重要な事件を決
定する権限

選挙権 議長、副議長、選挙管理委員会委員
などを選挙する権限

同意権
市長から提案された人事案件（副市
長など）の選任などについて同意を
与える権限

請願・陳情の
審査・調査

市民から提出された請願や陳情を
審査・調査し、市政に反映させる権限

意見書提出権
議会としての意思を意見書にまとめ、
国会または国や県などの関係行政
庁へ提出する権限

検査権・調査権 議会で決定したとおりに市が事業を
行っているか、検査・調査する権限

市 民

市 長

市議会

執行機関

議事機関
（議決機関）

行政サービス

市民参加の促進
意見交換
情報共有
広報

会議の公開

議決・調査・検査
政策立案・政策提言

国会または関係行政庁
へ意見書を提出

議案の提出

請願・陳情 要望・陳情
選挙選挙

市民との協働
市民との対話

ご存じですか 議会の役割

本
市
議
会
で
は
、市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、改
め
て
議
会
の
役
割
と
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。



④�

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
達
成
度
を
、Ａ（
達
成
）、Ｂ（
一
部
達

成
）、Ｃ（
未
達
成
）で
評
価

⑤�

今
後
の
見
直
し
方
針
と
し
て
、条
文
の
運
用
状
況
、条
文
の

見
直
し
の
要
否
、今
後
の
検
討
課
題
項
目
を
整
理

　
検
証
の
結
果
、基
本
条
例
の
条
文
見
直
し
に
つ
い
て
は
５
項

目
、そ
の
他
自
由
討
議
の
活
発
化
、議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

議
会
改
革
に
向
け
た
31
項
目
の
検
討
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、全
議
員
が
検
討
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
議
会

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、議
会
運
営
委
員
会

で
は
、抽
出
し
た
検
討
課
題
に
係
る
議
論
を
進
め
、そ
の
結
果

に
応
じ
た
新
た
な
取
組
み
や
基
本
条
例
お
よ
び
各
種
例
規
の
改

正
を
行
う
な
ど
、議
会
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
よ

り
一
層
応
え
ら
れ
る
よ
う
、必
要
な
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

※�

検
証
結
果
の
詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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検証結果を
議長に報告

議論の様子

議
会
活
動（
主
な
会
議
）

�
本
会
議

　

�　
議
案
な
ど
を
審
議
し
、市
議
会
の
意
思
を
最
終
的
に

決
定
し
ま
す
。本
会
議
は
、年
４
回（
３・６・９・12
月
）

開
催
さ
れ
る
定
例
会
と
、必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る

臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

�

常
任
委
員
会

　

�　
地
方
公
共
団
体
の
事
務
全
体
を
適
宜
区
分
け
し
、区

分
け
し
た
部
門
ご
と
の
事
務
に
対
し
、自
主
的
に
調
査

し
た
り（
所
管
事
務
調
査
）、本
会
議
か
ら
審
査
を
付
託

さ
れ
た
条
例
な
ど
の
議
案
や
請
願・陳
情
な
ど
を
審
査

し
た
り
す
る
常
設
の
委
員
会
で
す
。

�

議
会
運
営
委
員
会

　

�　
会
期
の
調
整
や
日
程
事
項
な
ど
、議
会
運
営
全
般
や

議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議・意

見
調
整
を
図
る
た
め
の
常
設
の
委
員
会
で
す
。

�

特
別
委
員
会

　

�　
議
会
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
件
を
審
査

す
る
た
め
に
、そ
の
都
度
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

定
例
会
で
の
議
案
審
査
の
流
れ

　
議
案
な
ど
の
審
査
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、下
の
フ
ロ
ー

図
の
と
お
り
で
す
。

委員会 ※本会議 本会議

議 

案 

提 

出

•

提
案
理
由
の
説
明
（
市
長
）

　
　←

•

議
案
に
対
す
る
質
疑

　
　←

•

議
案
の
委
員
会
付
託

•

委
員
長
か
ら
審
査
結
果
報
告

　
　←

•

反
対
・
賛
成
の
討
論

　
　←

•

議
案
の
採
決
（
可
決
・
否
決
）

•

所
管
の
委
員
会
で
審
査 

　（
か
っ
こ
内
は
定
数
）

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
　（
議
長
を
除
く
17
名
）

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
　（
９
名
）

　
産
業
教
育
常
任
委
員
会
　（
９
名
）

　
議
会
運
営
委
員
会
　
　
　（
６
名
）

　
北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
特
別
委
員
会
　（
９
名
）

　
地
域
防
災
・
原
子
力
安
全
対
策
特
別
委
員
会
　（
９
名
）

※

委
員
会
中
心
主
義

　議
案
な
ど
の
審
査
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
委
員
会

の
審
査
・
調
査
を
経
た
後
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
本
会
議

で
の
議
案
の
審
議
、
表
決
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と

か
ら
、
議
会
機
能（
権
限
な
ど
）を
十
分
に
発
揮
で
き
る
委

員
会
の
体
制
お
よ
び
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本会議での審議の様子

常任委員会での審査の様子



議員定数・議員報酬のあり方を検討
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本
市
議
会
の
現
在
の
議
員
定
数
は
、条
例

で
18
人
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、こ
の
議
員
定

数
に
よ
り
平
成
19
年
４
月
以
降
４
回
の
市

議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、地
方
分
権
改
革
が
推
進
さ
れ
、

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、平
成
23
年
に
地
方
自
治
法
が

改
正
さ
れ
、こ
れ
ま
で
人
口
区
分
に
応
じ
て

定
め
ら
れ
て
い
た
議
員
定
数
の
上
限（
人
口

５
万
人
未
満
の
自
治
体
で
上
限
26
人
）が
撤

廃
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、各
自
治
体

が
議
員
定
数
を
自
ら
決
定
し
条
例
で
定
め

る
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
地
方
議
会
で
は
、無
投
票
当
選
や

人
口
減
少
、財
政
悪
化
な
ど
を
理
由
に
議
員

定
数
削
減
の
動
き
、あ
る
い
は
削
減
に
関
す

る
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。議
会
運
営
委
員

会
で
は
、こ
れ
ら
を
課
題
と
捉
え
て
検
討
し
、

平
成
30
年
12
月
に「
小
浜
市
議
会
の
議
員
定

数
、議
員
報
酬
に
関
す
る
検
討
結
果
報
告
書
」

を
取
り
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、令
和
２
年
11
月
に
小
浜
市
区
長

連
合
会
か
ら
議
長
に
対
し
議
員
定
数
削
減

を
求
め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、令
和
３
年
３
月
に
同
区
長
連
合
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
年
７
月
に
は
、議
員
定
数
お
よ
び
報
酬

の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
調
査・研
究
に

取
り
組
む
よ
う
、議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員

会
に
対
し
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、こ
の
諮
問
を
受

け
、11
項
目
の
論
点
に
つ
い
て
、再
度
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　
①
人
口（
減
少
状
況・将
来
人
口
）

　
②
財
政
規
模・類
似
団
体

　
③�

地
域
単
位（
小
学
校
区・ま
ち
づ
く
り

協
議
会
な
ど
）

　
④
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
⑤
有
識
者
な
ど
の
意
見

　
⑥�

一
部
事
務
組
合
な
ど
近
隣
自
治
体
と

の
関
係

　
⑦
実
数
17
と
い
う
現
況

　
⑧
定
数
と
無
投
票
の
関
係

　
⑨�

委
員
会
数
な
ど
市
民
に
数
字
で
目
に

見
え
る
方
法

　
⑩
議
会
活
動
に
必
要
な
適
正
な
人
数

　
⑪
女
性・若
者
の
政
治
参
加（
立
候
補
）

　
ま
た
、次
の
２
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に

調
査・検
討
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・�常
任
委
員
会
数
お
よ
び
そ
の
適
正
な
定

数
に
つ
い
て

・議
長
の
常
任
委
員
会
へ
の
所
属
に
つ
い
て

　
あ
わ
せ
て
、議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
３
月
30
日
に
は
、全
議
員
出
席
の
も
と
政

策
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
地
方
議
会

は
、執
行
機
関
の
監
視
機
能
は
も
と
よ
り
、

政
策
立
案
や
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
議
会
で
は
、こ
の
討
論
会
を
踏
ま
え
、

論点⑥　�一部事務組合
など近隣自治
体との関係

・�一部事務組合議会の
定数は、構成自治体議
会の議員定数で割り
振りするので、特に考
慮すべきでない

論点⑦　�実数17という
現況

・�３常任委員会の必要性
あるいは２常任委員会
の現状を踏まえ、議会と
しての機能が発揮でき
る形を模索すべき
・�委員会数の議論を掘り
下げる必要がある

論点⑧　�定数と無投票の
関係

・�定数削減は無投票選挙
の回避に直結しない
・�無投票と定数は関係な
いと思う。関係するのな
ら、無投票となる度に定
数を減らさなければな
らなくなる

論点⑨　�委員会数など市民
に数字で目に見え
る方法

・�委員会の人数が少なくな
れば発言機会が増える

論点⑩　��議会活動に必要な適正な人数
・�常任委員会の審査における適正な委員
数を踏まえて議論すべき
・�「これだけの人数が必要」だと市民に
理解いただけるだけの説明が難しい

論点⑪　女性・若者の政治参加（立候補）
・�定数を減らせば、より選挙に出にくく
なるのではないか
・�女性や若者の政治参加を増やさなけれ
ばならないことは事実で、定数議論と
は別に議論しなければならない



議会報告会を開催します

５月 29 日 ㈰ 14 時～ 16 時 働く婦人の家 3 階大会議室

先着24名。定員になり次第
締め切りとさせていただきます。
別途、12地区から3名ずつ、計
36名を選出していただき、合
計60名の参加を予定していま
す。

５月２日（月）から18日（水）までの間に、議
会事務局へ電話、ＦＡＸまたはメールで申
し込んでください。（住所・氏名・連絡先を
お伝えください。）
電　話：0770-64-6035（土日・祝日を除く）
ＦＡＸ：0770-52-0400
E-mail:gikai@city.obama.lg.jp

報告① 定例会について
報告② 議員定数について（途中経過）
意見交換（報告に対して、皆さまから
ご意見やご質問をお受けします。）

日　時 会　場

その他

募集定員内　容

申込方法

新型コロナウイルス感染症の感
染状況により開催を見送る場合
があります。
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ま
ず
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
率
直
な
意
見
交

換
の
場
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、５
月
29
日

に
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

各
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
く
な
ど
、広

く
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
議
会
活
動
の
見
え
る
化
や
皆
さ

ま
に
議
会
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

の
取
組
み
を
実
行
し
、「
市
民
と
と
も
に
歩

む
開
か
れ
た
議
会
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

論点①　人口（減少状況・将来人口）
・�単なる人口比較による定数削減は
議会力の低下につながることを市
民に対してしっかり説明できるよ
うにしなければならない
・�議員定数の法定上限が撤廃された
のだから、人口を考慮する必要は
ないのではないか

論点②　財政規模・類似団体
・�類似団体と比較して削減を進め
れば議会力は弱まる一方である

論点③　地域単位（小学校区など）
・�議員は市民全体の福祉の向上を
目指すべきだが、実際には難し
い面もある
・�市民が議員を地域の代表と捉え
るのなら、地域性を守るべき

論点④　アンケート結果
・�過去のアンケートでの市民の声
を率直に受け止める必要がある
・�再度実施するのなら、検討結果
報告などを読んでいただいた上
で回答してもらいたい
・�今回の議論においても市民の意
見を聴く必要がある

論点⑤　有識者などの意見
・�常任委員会方式により議論
して適正な定数を定めるの
が妥当
・�議会改革イコール定数削減
ではない
・�政策立案機能、監視機能を果
たすためにどうするべきか
の一言に尽きる

春の議会報告会を開催するに当たり、一般参加者24名を募集します

† 参加者を募集 †

政策討論会での討議の様子（3月 30 日）
議員定数について

このような意見が出ています



市政を問う !一般質問市政を問う !一般質問
令和４年第１回（３月）小浜市議会定例会

※一般質問の原稿は発言議員が自ら作成しています

問　
「
安
心
し
て
育
て
ら

れ
る
環
境
の
確
保
と
充
実
」

に
つ
い
て
、ど
の
様
に
取

り
組
ま
れ
る
か
伺
う
。

答　
令
和
５
年
度
に
は
、

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」を
新・健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
内
に
移
設
し
子
育
て

相
談
窓
口
の
集
約
化
を
図

り
、子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
が
ら
気
軽

に
子
育
て
相
談
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
む
な

ど「
安
心
し
て
育
て
ら
れ

る
環
境
の
確
保
と
充
実
」

を
は
か
る
と
と
も
に
、公

約
に
掲
げ
て
い
る「
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ

る
全
天
候
型
施
設
の
整
備
」

に
つ
い
て
も
、か
ね
て
か

ら
県
に
対
し
て
支
援
制
度

な
ど
の
創
設
を
要
望
し
て

い
た
と
こ
ろ
、今
般
、施
設

整
備
に
対
す
る
補
助
制
度

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

実
現
に
向
け
た
取
組
み
を

加
速
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。

問　
１
年
間
の
実
施
計
画

の
意
味
を
持
っ
て
い
る
令

和
４
年
度
当
初
予
算
を
編

成
し
、政
策
的
経
費
３
％
、

経
常
経
費
１
％
の
マ
イ
ナ

ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定
し

た
が
、ど
の
よ
う
な
考
え

で
設
定
し
た
の
か
伺
う
。

答　
一
般
財
源
の
予
算
要

求
に
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン

グ
を
設
定
し
、生
み
出
し

た
財
源
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
対
策
や
、感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の

支
援
、北
陸
新
幹
線
敦
賀

開
業・小
浜
開
業
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
推
進
な
ど

に
取
り
組
む
財
源
と
し
て

い
る
。

問　
社
会
保
障
経
費
の
増

額
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、借
金
の

返
済
で
あ
る「
公
債
費
」と

貯
金
に
あ
た
る「
財
政
調

整
基
金
」の
今
後
の
見
通

し
を
伺
う
。

意
見　
た
だ
の
全
天
候
型

子
ど
も
の
遊
び
場
施
設
で
は

な
く
、舞
鶴
市
の
人
気
の
無

料
遊
び
場
施
設「
あ
そ
び
あ

む
」の
様
に
、本
市
の
子
育

て
政
策
の
一
役
を
担
い
、遊

び
な
が
ら
育
児
ケ
ア
な
ど
遊

び
を
通
じ
て
親
子
が
育
ち
多

世
代
交
流
で
み
ん
な
で
支
え

あ
え
る
拠
点
に
な
る
こ
と
を

望
む
。多
く
の
要
望
と
限
ら

れ
た
予
算
、子
育
て
方
針
を

合
わ
せ
進
め
る
事
は
険
し
い

道
だ
が
、現
役
子
育
て
世
代

の
声
を
大
切
に
し
有
意
義
な

遊
び
場
整
備
を
お
願
い
す
る
。

答　
公
債
費
は
、新・健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
償
還
を
追
加
し
て
も
令

和
５
年
度
以
降
15
億
円
台

で
推
移
し
て
い
く
。財
政

調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、

行
財
政
改
革
の
取
組
み
を

反
映
し
、標
準
財
政
規
模

の
１
割
と
な
る
９
億
円
を

堅
持
し
て
い
く
。

問　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
を
見
据
え
て
、お
土
産

商
品
開
発
の
促
進
と
取
組

み
状
況
を
伺
う
。

答　
敦
賀
開
業
時
に
北
陸

新
幹
線
の
各
駅
を
は
じ
め

市
内
店
舗
に
小
浜
ら
し
さ

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
デ
ザ

イ
ン
の
お
土
産
商
品
が
並

ぶ
よ
う
小
浜
商
工
会
議
所

と
連
携
し
て
い
く
。

問　
後
継
者
不
足
や
ア
ー

ケ
ー
ド
の
老
朽
化
な
ど
駅

通
り
商
店
街
に
か
か
る
課

題
の
あ
る
中
、今
後
に
お

け
る
再
生
計
画
と
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
商
店
街
の
活
性
化
に

向
け
て
地
域
住
民
や
関
係

団
体
か
ら
意
見
を
聞
い
て

何
が
で
き
る
か
検
討
を
進

め
る
。

１億円の子ども遊び場整備にみんなの声

令和４年度当初予算・商工会議所と連携

氏　名 質　問　項　目

能登　恵子 １．子育て支援について

下中　雅之 １．成年後見制度に関する取組みについて
２．公民館のコミュニティセンター化について

今井　伸治
１．第４期地域福祉計画について
２．雪対策について
３．小浜線の利用促進と北陸新幹線について

氏　名 質　問　項　目

風呂　繁昭 １．令和４年度当初予算について
２．商工会議所との連携、中小企業への支援強化

杉本　和範
１．子育て・教育環境の改善、子育て政策
２．GIGAスクール構想からの教育環境DX
３．市内産業と市民生活へのコロナの影響と対策

坂上　和代 １．安定ヨウ素剤の事前配布について
２．生活保護申請について

牧岡　輝雄 １．漁港海岸施設補修および更新計画について
２．学校運営協議会制度について

東野　浩和 １．北陸新幹線敦賀開業時の観光と交通について
２．コロナ禍によるストレスについて

熊谷　久恵
１．小浜市における海岸漂着ごみ問題
２．学校給食費の公会計化について
３．小中学校施設の除雪費確保について
４．HPVワクチンのキャッチアップ接種

風
ふ

呂
ろ

　繁
し げ

昭
あ き

一般質問など、本会議の
様子を動画でもご覧いた
だけます。

杉
すぎ

本
も と

　和
か ず

範
の り
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学校運営協議会制度について

問　
平
成
29
年
４
月
の
法

律
改
正
に
伴
い
、「
学
校
運

営
協
議
会
」の
設
置
が
努

力
義
務
化
さ
れ
た
が
、本

市
の
状
況
を
伺
う
。

答　
本
市
を
は
じ
め
福
井

県
内
で
は
、平
成
15
年
度

よ
り
県
独
自
の
福
井
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
制

度
を
導
入
し
て
お
り
、国

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
制
度「
学
校
運
営
協
議

会
」に
相
当
す
る
組
織
と

し
て
各
学
校
に「
家
庭・地

域・学
校
協
議
会
」を
設
置

し
て
い
る
。

問　
本
市
の
協
議
会
制
度

に
お
い
て
、家
庭
や
地
域

の
意
見
を
取
り
入
れ
、十

分
に
協
働
で
き
て
い
る
の

か
伺
う
。

答　
「
学
校
運
営
協
議
会
」

と「
家
庭
・
地
域
・
学
校
協

議
会
」に
は
違
い
が
あ
る
。

「
学
校
運
営
協
議
会
」は

「
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を

承
認
す
る
こ
と
」「
学
校
運

営
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

等
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
」「
教
職
員

の
任
用
に
関
し
て
、教
育

委
員
会
に
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
」と

い
っ
た
権
限
を
有
す
る
。

一
方
、「
家
庭・地
域・学
校

協
議
会
」に
は
こ
う
し
た

権
限
は
な
い
が
、区
長
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、民
生・児
童

委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域

の
団
体
の
代
表
者
と
学
校

教
員
な
ど
で
構
成
し
、学

校
教
育
目
標
、運
営
方
針

の
策
定
や
評
価
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
や
意

見
交
換
を
行
い
、学
校
運

営
に
関
し
、地
域
住
民
の

意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

今
後
、「
学
校
運
営
協
議
会
」

の
導
入
に
つ
い
て
は
、他

県
や
、県
内
市
町
村
の
動

向
も
注
視
し
つ
つ
、地
域

の
方
々
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、学
校
関

係
者
で
更
に
研
究
を
進
め
、

望
ま
し
い
形
の
学
校
支
援

体
制
の
構
築
に
努
め
、地

域
か
ら
愛
さ
れ
、地
域
と

と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

一般質問
問　
原
発
事
故
時
に
、甲

状
腺
内
部
被
ば
く
を
防
ぐ

安
定
ヨ
ウ
素
剤
に
つ
い
て

５
㎞
圏
内
に
は
事
前
配
布

さ
れ
て
い
る
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ
へ

の
配
布
の
手
順
を
問
う
。

答　
市
役
所
と
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
２
カ
所
に
保

管
し
て
あ
る
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
、避
難
時
に
、市
内
17

カ
所
の
緊
急
配
布
場
所
か

ら
配
布
す
る
。

問　
放
射
線
量
の
高
い
中

で
の
配
布
は
、職
員
の
被

ば
く
と
、複
合
災
害
や
避

難
車
の
交
通
渋
滞
が
懸
念

さ
れ
る
が
、い
か
が
か
。

答　
配
布
す
る
職
員
は
安

定
ヨ
ウ
素
剤
を
携
行
し
内

部
被
ば
く
を
防
止
し
、外

部
被
ば
く
を
防
止
す
る
た

め
に
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ

や
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

迅
速
に
配
布
す
る
た
め
に

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
や

複
数
の
受
渡
し
窓
口
を
作

る
な
ど
を
措
置
し
て
い
る
。

問　
県
が「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
住

む
12
歳
以
下
の
子
ど
も
、

障
が
い
や
病
気
の
人
と
そ

の
同
居
家
族
の
希
望
者
へ

薬
局
を
通
じ
て
安
定
ヨ
ウ

素
剤
を
事
前
配
布
」と
の

報
道
が
あ
っ
た
が
具
体
的

な
動
き
は
。

答　
昨
年
12
月
に
薬
局
で

の
配
布
に
関
す
る
説
明
会

が
あ
り
手
順
が
示
さ
れ
た
。

意
見　
事
故
が
起
き
た
後

に
配
布
す
る
の
は
、実
際

に
は
不
可
能
で
あ
り
、事

前
配
布
を
し
て
実
効
性
の

あ
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

問　
生
活
保
護
を
利
用
し

た
く
て
も「
扶
養
照
会
」さ

れ
る
の
が
辛
く
て
申
請
を

た
め
ら
う
人
が
い
る
。「
扶

養
照
会
」は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
。

答　
申
請
者
か
ら
聴
き
取

り
を
行
い
扶
養
の
可
能
性

の
有
無
を
判
断
す
る
。扶

養
義
務
の
履
行
が
期
待
で

き
な
い
場
合
は
基
本
的
に

照
会
は
行
っ
て
い
な
い
。

意
見　
厚
生
労
働
省
は
、

「
生
活
保
護
は
国
民
の
権
利

で
す
。た
め
ら
わ
ず
に
申

請
を
」と
報
じ
て
い
る
。

ＵＰＺ（30㎞圏内）にも事前配布を

牧
まき

岡
お か

　輝
て る

雄
お

問　
２
０
２
４
年
春
の
敦

賀
開
業
へ
向
か
っ
て
、全

体
的
な
計
画
の
状
況
は
。

答　
開
業
遅
れ
に
よ
る
方

向
性
に
変
更
は
な
い
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り「
観
光

交
流
人
口・観
光
消
費
額
の

拡
大
」の
達
成
に
影
響
が

出
て
い
る
。

問　
体
験
型
観
光
の
現
状

と
今
後
の
取
組
み
は
。

答　
本
市
の
多
様
な
暮
ら

し
と
自
然
の
強
み
を
活
か

し
た
漁
業
体
験
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
体
験
お
よ
び
瞑
想

体
験
な
ど
、数
多
く
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
造
成
し
て
き

た
。
今
後
は
、官
民
一
体

で
取
り
組
む「
嶺
南
広
域

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
」

の
整
備
や
電
動
自
転
車
に

「
食
」や「
体
験
」を
組
み
合

わ
せ
た
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー

を
造
成
し
て
い
き
た
い
。

問　
情
報
発
信
の
現
状
と

今
後
の
取
組
み
は
。

答　
こ
れ
ま
で
京
都
を
中

心
と
し
て
関
西
地
域
を
メ

イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

き
た
が
、敦
賀
開
業
を
好

機
と
捉
え
、首
都
圏
や
北

信
越
地
域
を
新
た
に
強
化

し
て
い
き
た
い
。

問　
受
入
れ
体
制
と
し
て

の
宿
泊
施
設
の
整
備
や
賑

わ
い
の
創
出
は
。

答　
古
民
家
を
改
修
し
た

「
小
浜
町
家
ス
テ
イ
」や
民

宿
の
改
修
に
よ
る「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」対
応
な
ど
、

高
付
加
価
値
化
を
行
っ
て

き
た
。ま
た
、「
三
丁
町
バ

ザ
ー
ル
」や「
エ
ン
ゼ
ル
ラ

イ
ン
祭
り
」・「
ナ
イ
ト
マ
ル

シ
ェ
」の
開
催
な
ど
民
間

主
体
と
な
っ
た
賑
わ
い
の

創
出
を
今
後
も
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
二
次
交
通
や
交
通
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
。

答　
小
浜
線
に
お
け
る
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
観
光

列
車
運
行
の
可
能
性
お
よ

び
高
速
バ
ス
の
実
施
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。市
内

交
通
に
つ
い
て
は
、新
交

通
シ
ス
テ
ム
導
入
の
準
備

を
進
め
て
お
り
、バ
ス
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

北陸新幹線敦賀開業時の目指す姿を問う 東
ひがし

野
の

　浩
ひ ろ

和
か ず

坂
さ か

上
が み

　和
か ず

代
よ
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問　
福
井
県
は「
子
だ
く

さ
ん
ふ
く
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
基
づ
き
、第
２
子

０
～
２
歳
児
保
育
料
無
償

化
と
所
得
制
限
を
３
６
０

万
円
か
ら
６
４
０
万
円
に

拡
充
す
る
。そ
れ
に
と
も

な
い
必
要
と
な
る
保
育
士

の
充
実
と
新
規
受
入
れ
枠

は
。

答　
令
和
４
年
９
月
か
ら

の
入
園
予
定
者
の
中
で
、

１
０
０
人
ほ
ど
が
無
償
化

の
対
象
者
と
な
る
。ま
た
、

35
名
程
度
の
新
規
増
加
を

見
込
み
、保
育
士
の
確
保

は
厳
し
い
中
基
準
を
満
た

し
て
い
る
。

問　
保
育
士
資
格
を
取
り

た
い
方
へ
の
受
験
料
や
交

通
費
な
ど
の
支
援
は
。

答　
保
育
士
確
保
に
つ
な

が
る
よ
う
、国・県
な
ど
の

支
援
を
ふ
ま
え
検
討
す
る
。

問　
保
育
士
の
労
働
環
境

向
上
の
た
め
、一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す

問　
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
の
財
産
管
理
や
生
活

な
ど
に
必
要
な
手
続
き
な

ど
を
成
年
後
見
人
な
ど
が

法
律
的
に
本
人
の
権
利
を

守
り
支
援
す
る
成
年
後
見

制
度
の
周
知
な
ど
、今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
成
年
後
見
制
度
の
周

知
に
つ
い
て
は
、本
年
３

月
中
に
設
置
す
る
予
定
の

「
小
浜
市
成
年
後
見
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」に
お
い
て
、弁
護

士
会
、司
法
書
士
会
な
ど

の
専
門
的
な
団
体
や
関
係

事
業
所
と
連
携
し
て
、成

年
後
見
制
度
の
仕
組
み
や

活
用
方
法
、相
談
窓
口
な

ど
制
度
全
般
に
関
す
る
周

知・啓
発
を
予
定
し
て
い

る
。

問　
小
浜
市
の
目
指
す
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、運
営
方
式
と
業

務
の
内
容
に
対
す
る
考
え

を
伺
う
。

答　
運
営
方
式
に
つ
い
て

る
自
治
体
も
あ
る
。積
極

的
検
討
を
求
め
る
が
い
か

が
か
。

答　
市
内
私
立
園
に
お
い

て
は
、す
で
に
導
入
さ
れ

て
お
り
、公
立
保
育
園
に

お
い
て
も
、シ
ス
テ
ム
導

入
を
検
討
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

よ
る
保
育
の
質
の
向
上
に

努
め
た
い
。

問　
全
天
候
型
遊
び
場
整

備
事
業
に
つ
い
て
、県
は

全
市
町
に
１
億
円
の
全
額

支
援
を
決
定
。22
年
か
ら

26
年
ま
で
の
事
業
だ
が
、

小
浜
市
の
取
組
み
は
。

答　
市
長
公
約
に
も
あ
り

県
へ
要
望
し
て
い
た
。子

ど
も
未
来
課
が
担
当
し
、

整
備
検
討
会
の
立
ち
上
げ

を
準
備
中
。ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
組
み
を
進
め

た
い
。

意
見　
１
億
円
と
は
い
え

公
共
の
施
設
を
作
る
に
は

厳
し
い
金
額
だ
が
、全
天

候
型
遊
び
場
作
り
へ
の
後

押
し
に
な
っ
て
い
る
。海

山
里
の
利
を
有
効
に
使
い
、

多
く
の
方
に
長
く
愛
さ
れ

利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
る

こ
と
を
願
う
。

は
、公
設
公
営
を
基
本
と

す
る
。業
務
の
内
容
に
つ

い
て
は
、「
施
設
管
理
業
務
」

「
社
会
教
育
、生
涯
学
習
の

推
進
業
務
」お
よ
び「
市
の

出
先
機
関
と
し
て
の
業
務
」

の
ほ
か
、ま
ち
づ
く
り
協

議
会
な
ど
と
連
携
し
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る「
地
域
づ
く
り
支
援
業

務
」と
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
各
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
の
支
援
と
し
て
、ふ
る

さ
と
未
来
づ
く
り
協
働
推

進
事
業
交
付
金
が
あ
る
。

配
分
方
法
を
見
直
す
声
も

あ
る
が
、交
付
金
に
対
す

る
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

答　
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
を
進
め

て
い
く
中
で
、令
和
５
年

度
か
ら
、地
域
課
題
の
解

決
に
積
極
的
に
取
組
む
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
、本

交
付
金
の
中
に「
地
域
活

動
加
速
化
交
付
金
」を
創

設
す
る
な
ど
交
付
金
の
算

出
基
準
を
見
直
し
、活
動

内
容
が
評
価
さ
れ
て
い
る

と
実
感
で
き
る
よ
う
な
制

度
と
し
て
ま
い
り
た
い
。

小浜の子育て支援スピード感を持って！

地域力の更なる向上を目指す取組みを！ 下
した

中
な か

　雅
ま さ

之
ゆ き

一般質問
問　
海
ご
み
対
策
は
市
全

体
の
問
題
と
し
て
一
元
化

し
た
取
組
み
が
必
要
で
は
。

答　
「
小
浜
市
海
岸
漂
着

物
対
策
会
議
」を
設
置
し

関
係
課
の
連
携
体
制
を
整

備
。担
当
課
の
海
ご
み
回

収・処
分
、内
陸
か
ら
の
発

生
抑
制
や
清
掃
活
動
の
広

報・啓
発
活
動
な
ど
役
割
分

担
し
、市
民・民
間
団
体・

事
業
者
の
協
力
も
得
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
保
護
者
負
担
の
給
食

費
に
学
校
毎
の
差
額
が
生

じ
る
理
由
は
。（
月
ト
ー
タ

ル
で
同
メ
ニ
ュ
ー
。月
３

０
０
円
６
年
間
で
１
９
８

０
０
円
の
差
額
）

答　
各
校
の
授
業
数
や
納

入
先
の
違
い
、学
校
規
模

に
よ
り
食
材
の
発
注
数
や

運
搬
料
が
異
な
る
た
め
。

問　
給
食
費
公
会
計
化
へ

の
考
え
は
。

答　
公
会
計
化
の
導
入
効

果
は
教
職
員
の
業
務
改
善

や
給
食
費
負
担
の
均
一
化
、

食
材
の
一
括
購
入
に
よ
る

コ
ス
ト
低
減
な
ど
。課
題

は
人
的・物
的
体
制
整
備
と

予
算
確
保
。自
校
式
地
場

産
給
食
の
堅
持
を
前
提
に

検
討
し
た
い
。

意
見　
法
解
釈
で
は
、設

置
者
の
給
食
費
補
助
を
禁

止
し
て
お
ら
ず
補
助
事
例

も
あ
り
、公
会
計
化
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
は
自
校
式
学

校
給
食
で
の
事
例
も
あ
る
。

重
要
政
策
な
ら
保
護
者
負

担
の
不
公
平
は
是
正
し
、

公
会
計
化
も
検
討
を
。

問　
指
定
避
難
所
で
も
あ

る
小
中
学
校
の
除
雪
財
源

は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
で
は

な
く
予
算
確
保
す
べ
き
で
は
。

答　
公
共
施
設
は
職
員
対

応
と
学
校
を
取
り
巻
く
協
力

体
制
が
維
持
で
き
る
限
り
学

校・地
域・Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
協

力
に
よ
り
対
応
し
た
い
。

意
見　
学
校
規
模
で
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
の
保
護
者
負
担
額

も
異
な
る
。公
共
施
設
の

除
雪
費
用
基
準
も
な
く
、市

民
の
好
意
に
甘
え
誰
か
の

負
担
の
上
に
成
り
立
つ
の

で
は
な
く
持
続
可
能
な
方

法
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

俯瞰視して公運営の不公平を解決へ

能
の

登
と

　恵
け い

子
こ

熊
く ま

谷
が い

　久
ひ さ

恵
え
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問　
小
浜
線
の
利
用
促
進

策
を
問
う
。

答　
こ
れ
ま
で
の
定
期・

回
数
券
助
成
に
加
え
、新

規
事
業
と
し
て
親
子
利
用

を
対
象
に
運
賃
の
80
％
を

助
成
す
る「
親
子
運
賃
助

成
」や
65
歳
以
上
を
対
象

に
運
賃
の
20
％
を
助
成
す

る「
高
齢
者
運
賃
助
成
」の

ほ
か
、お
ば
ま
せ
ん
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
各
種

助
成
事
業
の
助
成
率
２
％

上
乗
せ
な
ど
、新
た
な
利

用
者
の
掘
り
起
こ
し
や
拡

充
に
よ
る
利
用
促
進
を
強

化
す
る
。
さ
ら
に
、今
年

は
小
浜
線
全
線
開
業
か
ら

１
０
０
年
と
い
う
こ
と
で
、

「
小
浜
線
１
０
０
周
年
記

念
事
業
」で
観
光
列
車
や

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
の

予
定
。

問　
小
浜
線
の
今
後
の
活

性
化
を
問
う
。

答　
小
浜
線
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、沿
線
住
民
の

日
常
利
用
の
増
加
に
加
え

て
、観
光
利
用
な
ど
交
流

人
口
の
拡
大
へ
の
取
組
み

が
必
要
。そ
の
た
め
沿
線

自
治
体
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

で「
小
浜
線
沿
線
観
光
活

性
化
会
議
」を
設
立
し
、連

携
強
化
と
観
光
誘
客
の
活

性
化
を
図
る
。今
後
も
Ｊ

Ｒ
小
浜
線
へ
の
支
援
を
国

や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
求
め
て

い
く
。

問　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以

西
の
運
動
を
問
う
。

答　
北
陸
新
幹
線
の
全
線

開
業
は
、本
市
と
京
阪
神・

首
都
圏
と
の
所
要
時
間
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
、市
民

の
暮
ら
し
や
産
業
・
観
光

の
振
興
な
ど
、本
市
の
飛

躍
的
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

建
設
財
源
の
確
保
は
、今

年
夏
の
概
算
要
求
・
年
末

の
予
算
編
成
が
特
に
重
要

で
あ
る
。ま
た
敦
賀
以
西

の
着
工
に
は
来
年
度
が
大

き
な
ヤ
マ
場
と
捉
え
て
お

り
、市
民
と
一
体
と
な
っ

た
気
運
醸
成
に
よ
り
、県

な
ど
と
こ
れ
ま
で
以
上
の

活
動
に
取
り
組
む
。

小浜線の利用促進と北陸新幹線

一般質問

今
いま

井
い

　伸
し ん

治
じ

６月定例会の予定
ー議会を傍聴しませんか？ー

６月３日㈮　本会議・予算決算常任委員会
６日㈪　総務民生常任委員会（分科会調査）
７日㈫　産業教育常任委員会（分科会調査）
20日㈪　一般質問
21日㈫　　　〃
22日㈬　予算決算常任委員会
24日㈮　本会議

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況などに応じて、変更が
生じる場合があります

❖�議会活動日誌�❖ （主な活動のみ掲載しています）

1 月
日 曜 行事等内容
5 水 総務民生常任委員会、産業教育常任委員会、消防出初式
9 日 小浜市成人式
11 火 全員協議会、議会運営委員会、広報委員会
14 金 福井県原子力環境安全管理協議会（敦賀市）
21 金 産業教育常任委員会管外視察（越前市：オンライン）
24 月 議会運営委員会
28 金 議会運営委員会、産業教育常任委員会

2 月
日 曜 行事等内容
4 金 議会運営委員会
7 月 全員協議会、産業教育常任委員会
8 火 議会運営委員会、総務民生常任委員会
9 水 北陸新幹線の早期全線開業を求める中央要望（東京都内）
10 木 若狭消防組合議会定例会

14 月 議会運営委員会、総務民生常任委員会、産業教育常
任委員会

15 火 全員協議会
17 木 福井県後期高齢者医療広域連合議会臨時会（福井市）
18 金 議会運営委員会、広報委員会
21 月 令和４年第１回（３月）定例会、予算決算常任委員会全体会

22 火 令和４年第１回（３月）定例会、予算決算常任委員
会全体会、総務民生常任委員会、議会報告会連絡会

24 木 公立小浜病院組合議会定例会
25 金 産業教育常任委員会・分科会
28 月 産業教育常任委員会・分科会

3 月
日 曜 行事等内容
1 火 総務民生常任委員会・分科会
3 木 総務民生常任委員会・分科会
4 金 地域防災・原子力安全対策特別委員会
8 火 議会運営委員会、産業教育常任委員会
14 月 令和４年第１回（３月）定例会（一般質問）、議会運営委員会

15 火 令和４年第１回（３月）定例会（一般質問）、全員協議会、
広報委員会

16 水 予算決算常任委員会全体会

日 曜 行事等内容
17 木 議会報告会連絡会、全国市議会議長会北信越ブロッ

ク2040未来ビジョン出前セミナー（オンライン）
18 金 議会運営委員会、総務民生常任委員会
19 土 小浜縦貫線開通記念イベント

22 火 令和４年第１回（３月）定例会、全員協議会、議会運営委員会
地域防災・原子力安全対策特別委員会

24 木 嶺南広域行政組合議会定例会（敦賀市）

25 金
公立小浜病院組合議会定例会、若狭広域行政事務
組合議会定例会（若狭町）、福井県原子力環境安全管
理協議会（敦賀市）

28 月 若狭消防組合議会定例会

29 火 原子力発電小浜市環境安全対策協議会、福井県後期
高齢者医療広域連合議会定例会（福井市）

30 水 政策討論会

今号の表紙
「校庭をぐるりと囲む満開の桜」

（小浜小学校）
※写真の一部を加工しています
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新幹線が小浜にやってきた図画コンクール ポスター賞作品

北陸新幹線の早期全線開業について

北陸新幹線は、高速交通体系の中軸として、日本海国土軸の形成や国土の
均衡ある発展と、大規模災害時において東海道新幹線の代替機能を果たすこ
とから、地方創生と国土強靭化を図るうえで極めて重要な国家プロジェクト
であります。

また、北陸圏が首都圏や関西圏と直接結ばれ、流動人口、定住人口の増加
等、地域活性化に繋がるとともに、経済波及効果も大きいことから、沿線地
域の飛躍的発展に大きく寄与するものと期待されています。

さらに、敦賀・新大阪間については、令和元年５月に概略の駅およびルー
トが公表され、現在、環境影響評価が進められており、福井県嶺南地域はも
とより、関西地域においても早期全線開業に向け機運が高まっています。

したがって、政府・与党においては、建設財源の早期確保に努めるととも
に、環境影響評価終了後の速やかな工事実施計画認可と、工事期間の最大限
の短縮を図るなど、北陸新幹線全線開業を１日も早く実現するよう、次の事
項について強く要望いたします。

記

１１ 敦敦賀賀・・新新大大阪阪間間のの環環境境影影響響評評価価をを沿沿線線地地域域のの意意見見をを踏踏ままええななががらら、、迅迅速速

かかつつ着着実実にに進進めめ、、２２００２２２２年年末末ままででにに終終ええるるこことと。。

１１ 敦敦賀賀・・新新大大阪阪間間ににつついいてて、、２２００２２３３年年度度当当初初ににはは着着工工ででききるるよようう早早期期にに

財財源源をを確確保保しし、、２２００３３００年年度度末末頃頃（（北北海海道道新新幹幹線線・・札札幌幌開開業業））ままででにに新新大大

阪阪ままででのの全全線線開開業業をを実実現現すするるこことと。。

１１ ＪＪＲＲ小小浜浜線線はは優優等等（（特特急急））列列車車がが走走っってておおららずず、、新新幹幹線線開開業業にによよりり旅旅客客

輸輸送送量量がが著著ししくく低低下下すするる路路線線ででなないいたためめ、、経経営営分分離離さされれるる並並行行在在来来線線ににはは

該該当当ししなないい旨旨、、国国のの考考ええをを確確認認すするるこことと。。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
６
波
の
市
内
感
染
拡
大
と
、平
和
で

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
脅
か
す
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
対
し
て
、議
会
と
し
て
大
き
く
動

い
た
３
月
定
例
会
で
し
た
。議
会
だ
よ

り
の
構
成
も
、情
報
量
の
多
さ
と
見
や

す
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
広
報
委
員

会
一
同
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。議
会
活
動
へ
の
市
民

の
方
々
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
よ

う
、広
報
広
聴
活
動
の
充
実
に
今
後
も

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

（
杉
本
）

広
報
委
員
長　
垣
本
正
直

副
委
員
長　
　
能
登
恵
子

委
員　
　
　
　
下
中
雅
之

　
　
　
　
　
　
藤
田
靖
人

　
　
　
　
　
　
牧
岡
輝
雄

　
　
　
　
　
　
杉
本
和
範

北陸新幹線早期全線開業に向けて国に要望北陸新幹線早期全線開業に向けて国に要望

●�ホームページを
　ご覧ください
　採決結果や次回定例会の
日程、本会議の動画配信（本
会議終了後２週間程度で視
聴できます）などさまざま
な情報を掲載しています。

斉藤国土交通大臣に要望書を手渡しました

　令和３年12月定例会において「北陸新幹線の早期
全線開業を求める意見書」を全会一致で可決しました。
　この意見書に基づき令和４年２月９日、本市議会の
小澤議長と北陸新幹線早期全線開業特別委員会の下
中委員長が松崎市長とともに国土交通省や議員会館
を訪問し、斉藤国土交通大臣をはじめ、与党整備新幹
線建設推進プロジェクトチームの額賀座長らに要望
書を手渡しました。
　斉藤国土交通大臣は「2020年の与党プロジェクト
チームで、敦賀・新大阪間の2023年度当初着工を求め
る決議がされている。しっかりと全力で取り組んでい
るところ。」と応じました。
　今年は、来年度当初着工に向けて大切な年となりま
す。本市議会では一日も早い全線開業を目指します。

議会報告会の参加者を募集します　※詳細は９ページをご覧ください


